
神奈川県立伊勢原高等学校 

ＰＴＡ会則 

 

第１章 総 則 

 

（名称及び事務所） 

第１条 本会は神奈川県立伊勢原高等学校ＰＴＡと称し、事務局を同校内におく。 

（目的及び活動方針） 

第２条  この会は次の目的を達成するために活動する。 

（1）教育について、家庭と学校とが相互理解を深め、社会福祉に貢献する生徒の育成に協力する。 

（2）学校の教育環境の整備改善に協力し、生徒の心身の健全な発達をはかる。 

（3）地域社会の教育的諸活動に協力し、社会教育の振興に寄与する。 

第３条  この会は前条の目的達成のため、次のような方針で活動する。 

（1）この会は自主・独立のもとで、他のいかなる団体の支配・干渉・統制もうけない。 

（2）この会は保護者と教職員とが、それぞれの立場に立って民主社会の発展のために寄与する生徒

の育成に協力する。 

（3）この会は家庭と学校との関係を密にし、学校の教育方針に従い、両者の連携に立って教育諸活

動を円滑にする。 

（4）その他、この会の目的達成のために必要な諸活動を推進する。 

（会員） 

第４条  この会の会員は本校に在籍する生徒の保護者及び、本校に勤務する教職員で構成する。 

 

第２章 役 員 

（役員の構成） 

第５条 この会に次の役員をおく。 

（1）会長 １名（保護者）    

（2）副会長４名以内（保護者１名以上及び副校長） 

（3）書記 ５名以内（保護者１名以上及び教職員２名） 

（4）会計 ４名以内（保護者１名以上及び教職員１名）  

（役員の任務） 

第６条 役員の任務は次のとおりとする。 

（1）会長はこの会を代表して、会務を統括する。総会、役員会、運営委員会を召集し、各委員会の

委員を委嘱する。 

（2）副会長は会長を補佐し、会長不在のときはその任務を代行する。また、常置委員会に協力し助

言をする。 

（3）書記はこの会の運営に係る一切の事務にあたる。 

（4）会計はこの会の経理に係る一切の業務を行う。 

（役員の選任） 

第７条 役員の選任は次の手順で行う。 

（1） 選挙管理委員会による選挙で当選者を確定し、総会の承認を得て決定する。 



（2） 指名委員会からの推薦により総会で選出する。 

（役員の任期） 

第８条 役員の任期は総会から翌年の総会までとし、再任はさまたげない。 

第９条 補欠（または増員）による役員の任期は、前任者（または現任者）の残任期間とする。 

 

第３章 会計監査 

（会計監査） 

第１０条 本会に会計監査２名（保護者）をおく。 

第１１条 会計監査は、この会の経理の査察にあたり、総会にその報告をしなければならない。 

第１２条  会計監査の選任及び任期は、役員と同様とする。 

 

第４章 機 関 

（機 関） 

第１３条 本会に次の機関を置く。 

(1) 総会  ア定期総会  イ臨時総会 

(2) 役員会 

(3) 運営委員会 

（組 織） 

第１４条 総会は全会員をもって組織する。 

第１５条 役員会は役員をもって組織する。 

第１６条 運営委員会は役員、各常置委員会の正副委員長、校長、副校長、教頭をもって組織する。 

（総 会） 

第１７条 総会は本会の最高議決機関であり、この規約に規定するもののほか、次の事項を議決す

る。 

(1) 事業計画及び事業報告の承認に関すること。 

(2) 予算及び決算の承認に関すること。 

(3) その他、この会の運営の基本に関すること。 

（役員会） 

第１８条 役員会は次の事項を審議する。 

(1) 総会及び運営委員会の決議した事項の執行に関すること。 

(2) 総会及び運営委員会に付議すべきこと。 

（運営委員会） 

第１９条 運営委員会は次の事項を審議する。 

(1) 各常置委員会の連絡調整。 

(2) 総会に付議すべきこと。 

(3) その他、この会の運営に関すること。 

（召 集） 

第２０条 定期総会は毎年１回年度の初めに、臨時総会は会長が必要と認めたとき、または会員の５

分の１以上の要求があったとき、会長はこれを召集しなければならない。 

第２１条 役員会は原則として月１回、及び会長が必要と認めたとき、会長が召集する。 



第２２条 運営委員会は原則として月１回、及び会長が必要と認めたとき、会長が召集する。 

第２３条 各機関は、構成員の３分の１以上（委任状を含む）が出席しなければ、その議事を開き議

決することができない。 

（議 決） 

第２４条 会議の議事は出席者の過半数の同意をもって決し、可否同数のときは議長の決するところに

よる。 

 

第５章 常置委員会・特別委員会 

（常置委員会） 

第２５条 本会に常置委員会として、次の委員会を置く。 

(1) 広報委員会 

(2) 交通委員会 

(3) サポート委員会 

(4) 環境整備委員会 

第２６条 運営委員会の承認を得て、前項の他に新たに常置委員会を設けることができる。 

（特別委員会） 

第２７条 会長は、会務遂行に必要な場合は、運営委員会に諮り、特別委員会を設置することができ

る。 

 

第６章 会 計 

（会 計） 

第２８条 この会の経費は会費その他の収入をもって充てる。 

第２９条 この会の会計は、一般会計、教育振興費、特別教育振興費、図書視聴覚費とする。 

（1） 一般会計は、全日制は年額２，９４０円、定時制は２，５８０円とする。 

(ア)一般会計は 1家庭につき、1会費とする。 

(イ)複数の兄弟姉妹が同時に在籍するときは、上の学年の兄姉が会費を納入する。 

（2） 教育振興費は、全日制は年額６，６００円、定時制は１,８００円とする。 

（3） 特別教育振興費は、入学時に全日制は年額５，０００円、定時制は２，０００円とする。 

（4） 図書視聴覚費は、全日制は年額１，８００円、定時制は４８０円とする。 

（5） 生徒活動積立金は、原則、特別教育振興費から一定額を積み立てとする。 

（6） 教職員の一般会計納入額は、年額２，９４０円とする。 

第３０条 この会の会計年度は４月１日に始まり、翌年３月３１日に終わる。 

第３１条 この会の事業に伴う旅費、及び、会員の慶弔規定については、細則においてこれを定める。 

 

第７章 会則の改正 

（会則の改正） 

第３２条 本会の規約は総会において出席者３分の２以上の同意により改正することができる。 

 

 

 



 

 

第８章 補 則 

（細 則） 

第３３条 本会の規約の施行について必要な事項は、細則として運営委員会が定める。 

(細則の制定及び改廃) 

第３４条 運営委員会は、細則を制定及び改廃した場合は、その結果を次期総会に報告しなければな

らない。 

(慶弔規定) 

第３５条 この会の事業に伴う旅費、及び、会員の慶弔規定については、別にこれを定める。 

 

附 則 

（施行期日） 

昭和４４年４月 １日から実施する。 

昭和４７年５月１９日一部変更する。 

昭和４９年５月１２日一部変更する。 

昭和５０年５月２３日一部変更する。 

昭和５２年５月２５日一部変更する。 

昭和５３年５月２４日一部変更する。 

平成 元年５月１６日一部改正する。 

平成 ４年５月１９日一部改正する。 

平成 ６年５月１７日一部改正する。 

平成 ８年５月１５日一部改正する。 

平成１０年５月１４日一部改正する。 

平成１２年２月１５日一部改正する。 

平成１２年５月１０日一部改正する。 

平成１４年５月１６日一部改正する。 

平成１５年５月１５日一部改正する。 

平成１７年５月１２日一部改正する。 

平成１９年５月１０日一部改正する。 

平成２１年５月１１日一部改正する。 

平成２２年４月３０日一部改正する。 

平成２４年１月１４日一部改正する。 

平成２８年４月 １日一部改正する。 

平成３０年４月 １日一部改正する。 

令和 ４年５月 ７日一部改正する。 

令和 ５年５月 ６日一部改正する。 

   令和 ６年５月 ３日一部改正する。 

 



ＰＴＡ会則細則 

（目 的） 

第１条 この細則は会則第３３条の規定に基づき、本会の運営に関し必要な事項を定めるものとする。 

（選挙管理委員会） 

第２条 この会の役員選出の手続きで立候補者がある場合は、選挙管理委員会により次のとおりとする。 

（1）選挙管理委員会は運営委員会において選出された委員、及び校長から推薦された教職員、若干

名によって構成し、正副委員長を互選する。 

（2）選挙管理委員会は、現に在籍する生徒の保護者から毎年 12月中に会長・副会長・書記・会計・

会計監査の立候補を受け付け、これがある場合には、60 日以内に全構成員を有権者とする選挙

を行わなければならない。 

（3）選挙管理委員会は、この選挙で各役員の定員内で高得点を得た順に、有権者総数の６分の１以

上の得票を得た者を当選者と確定し、４か月以内に総会に報告して認証を受けなければならな

い。 

（指名委員会） 

第３条 この会の役員選出の手続きで立候補者がない場合は、指名委員会により次のとおりとする。 

  （1）指名委員会は運営委員会において選出された委員、及び校長から推薦された教職員、若干名に

よって構成し、正副委員長を互選する。 

（2）指名委員会は、会長・副会長・書記・会計・会計監査を指名する。 

（3）指名委員会は候補者の指名を発表する前に、被指名者の同意を得なければならない。 

（4）指名されたものは総会において選出される。 

（常置委員会の構成・任務） 

第４条 常置委員会は、各学年より選出された委員、及び、教職員若干名によって構成し、正副委員

長を互選する。 

第５条 常置委員会の任務は次のとおりとする。 

  (1) 広報委員会は、会の趣旨の普及に努め、会員相互の連絡と親睦を図るために、必要に応じて広

報を発行する。 

  (2) サポート委員会は、学年の会員相互の親睦や情報交換を図り、学年学級懇談会を開催する。 

   また、会員相互の親睦や教養を深める事業を行う。 

  (3) 交通委員会は、生徒の交通安全に関する事業を行う。 

(4) 環境整備委員会は校内の環境美化を目的とし、校内環境整備活動の事業を行う。 

（特別委員会） 

第６条 特別委員会の設置に関する事項は、必要に応じて運営委員会が定める。 

（会 費） 

第７条 本会の会費の額はすべて総会で定める。 

（内 規） 

第８条 役員会及びその他の委員会は、本会の規約・細則に反しない限り、運営委員会の承認を得て、

それぞれの内規を定めることができる。 

（細則の変更） 

第９条 この細則は運営委員会において、３分の２以上の同意を得て改正することができる。 

＜この細則は、平成２８年４月１日から施行する。＞ 



(旅費・手当) 

第10条 各委員会の旅費については、実費を支給する。 

   飲み物代として150円、昼をまたいだ委員会活動の場合は弁当代として500円相当を支給する。 

 

運用方法 

１ 事前に人数が確定している場合は、前渡金申請で請求し、残金を返金する。 

２ 事前に人数が確定してしない場合は、前渡金申請で概算を請求し、当日現金で支給した後

に、残金を返金する。 

※これらの費用は各委員会の予算内で行う。 

 

附 則 

（施行期日） 

平成２８年４月１日から施行する。 

令和 ４年５月 ７日一部改正する。 

令和 ６年５月 ３日一部改正する。 


